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第 1 章は緒論で, 本研究の目的を上記のどとき視点においた理由と研究の概要をのべている｡











































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
振動燃焼の発生は燃焼の不安定ないしは燃焼性能低下, 騒音あるいは燃焼装置の機械的もしくは熱的破




著者はかかる現状に鑑み, 振動燃焼の一般的説明を試みることから, その機構を明らかにし, 更にその
防止ならびに抑制に対して有用な一般的方法を示唆することを主眼として, 理論的ならびに実験的研究を




張して, より実用的に役立つ結果を得, 著者の行った実験結果のみならず, 他の研究者による種々の実験









更にまた, 解析結果から, 振動燃焼を抑制するのに有効な一般的方向を示し, これらを具体的に実施す
る二, 三の方法を明らかにし, 実験的にそれらの妥当性と適用性を実証するなど, これらの結果は実用上
非常に有益であると考えられる｡
これを要するに, 本論文は振動燃焼の機構を普遍的に解明し, その結果から, これを抑制する有効な方
法を明らかにしていて, 燃焼工学に関するいくつかの有用な新しい知見を加えたもので, 学術上はもとよ
り, 工業的にも寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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